
 

 

 

「2025年度エコドライブ活動コンクール」にて審査委員長特別賞を受賞 

２０２５年１１月４日 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループのあいおいニッセイ同和損害保険株式会社（代表取締役社長： 
新納 啓介）は、公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団※1が主催する「2025年度エコドライブ活動
コンクール」支援ビジネス・ユニーク部門において、損害保険会社として初めて審査委員長特別賞の受賞が
決定しましたのでお知らせします。 

 ※1 1997 年に設立された「エコドライブ普及推進協議会」（運輸関係等 16 団体で構成）の事務局を務めるとともに、独自 

にエコドライブを普及推進するための様々な活動をしている。 

 

１． 背景 

 当社は、「CSV×DX」の考えのもと、先進技術を活用したテレマティクス自動車保険の開発・販売を通じて、

お客さま・地域・社会とともに社会・地域課題の解決に取り組み、多くのお客さまからご支持いただいた結

果、2025年 3月にテレマティクス自動車保険のご契約台数が 200万台を超えました。 

テレマティクス自動車保険では、お客さまの安全運転の度合いを「安全運転スコア」として評価し、保険

料を割り引くインセンティブの提供に加え、より一層安全運転・エコドライブに取り組んでいただくことを

目指して、当社の安全運転スコアと燃費の相関性に基づき、「安全運転による CO2 排出量の削減効果」を可

視化するサービスを 2023 年度から開始しています。 

また、事業者向けテレマティクスサービス「Bizセイフティ」の提供や、地方自治体とともに開催する「テ

レマティクス技術を活用した交通安全イベント」の開催を通じて、「安全運転による CO2排出量の削減効果」

を可視化する取り組みを拡げています。 

今般、これらの取り組みが評価され、「2025年度エコドライブ活動コンクール」支援ビジネス・ユニーク

部門において、「審査委員長特別賞」を受賞することとなりました。 

 

２． 受賞の概要 

表彰制度 

■エコドライブ活動コンクール 
・エコドライブの普及推進を目的に 2011 年度から開催され、優れた取り組みを行っ
ている事業者を表彰し、その取組内容を紹介することでエコドライブの更なる普及
や運輸事業部門の脱炭素化を図っています。 

・トラック、バス、タクシーなどの運輸事業者における取組を表彰する「事業者部門」、
移動などの業務上で車両を使用している事業者の取組を表彰する「一般部門」、企業
によるエコドライブを支援する機器やサービス等を提供する企業等を表彰する「支
援ビジネス・ユニーク部門」の 3部門に分けて実施されています。 

（https://www.ecodrive-activity-concours.jp/） 

主催者 公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団 

受賞日 2025年 11月 27日 

受賞した 

取組内容 

「テレマティクス自動車保険・サービス提供によるエコドライブ支援取組」 

 

当社のテレマティクス自動車保険・サービス提供が、以下①～③の観点で、個人、事
業者、地域におけるエコドライブの普及・推進に幅広く貢献していることが評価され
ました。 
 
①テレマティクス自動車保険による安全運転・エコドライブ支援 
・200万台を超えるテレマティクス自動車保険の契約者を対象に、「安全運転による CO2
排出量の削減効果」を可視化するサービスを提供することで、安全運転・エコドラ
イブを支援する取り組み 
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②事業者向けテレマティクスサービスによる安全運転・エコドライブ支援 
・事業者向けテレマティクスサービス「Biz セイフティ」で社有車の CO2排出削減量
を可視化し、事業者の安全運転・エコドライブを支援する取り組み 

 
③地方自治体と連携した交通安全・エコドライブイベントの開催 

・地方自治体と共同で開催する「テレマティクス技術を活用した交通安全イベント」

において、参加者やイベント全体の「安全運転による CO2 排出量の削減効果」を可

視化し、各地域における安全運転・エコドライブを支援する取り組み 

審査事務局の 

評価コメント 

・エコドライブや環境への配慮を前面に打ち出しつつ、CO2削減量などの効果を定量的
かつ手軽に把握できる点が高く評価された。 

・また、テレマ保険の契約台数が 200万台という確かな実績と、さらなる拡大への意
欲も評価された。 

・加えて、自治体等との連携による取り組みは、SDGsの観点からも強みがあり、総合

的に高く評価された。 

 

３．今後の展開 

当社は今後も、データ・デジタル技術を活用し、保険による新たな価値の創出・提供を通じて、SAFE TOWN 

DRIVEをコンセプトとする事故のない安全・安心な地域・社会の実現を目指します。 

 

以上 

 
当社は、社会との共通価値を創造し、目指す社会像である 

「レジリエントでサステナブルな社会」を実現するため、 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を道しるべとし、地域の 

皆さまに貢献する活動を行ってまいります。 

あいおいニッセイ同和損保は、「CSV×DX を通じて、お客さま・地域・社会の未来を支えつづける」 

ことを目指しています。最先端・独自の技術やデジタル・データの活用、特色あるパートナーとの 

協業により、お客さま・地域・社会が真に求める新たな価値を提供していきます。また、国内外の 

あらゆる事業を通じて、お客さま・地域・社会とともに社会・地域課題の解決にグローバルに取組みます。 


